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「つみきのいえ」 平田 研也∥文 加藤 久仁生∥絵 白泉社 91.3 H 
各国映画祭で絶賛されたアニメを絵本化。海の上の、変わった家に住む一人の老人の物語。 
 

「くまとやまねこ」 湯本 香樹実∥ぶん 酒井 駒子∥え 河出書房新社 91.3 Y 

  おさえた色合いで静かに描く、大切なともだちとの別れ。 
 

「スパイダー屋敷の晩餐会」 ﾒｱﾘｰ･ﾊｳｲｯﾄ∥文 ﾄﾆｰ･ﾃﾞｨﾃﾙﾘｯｼﾞ∥絵 文溪堂 93H 

  「わが家の居間にお立ちよりになりませんかな？」からはじまる教訓詩。甘いお誘いにはご用心。 

「きみが見つける物語」 角川文庫編集部∥編 角川書店 F Ki32（角川文庫） 

有川浩、恩田陸、東野圭吾、山田悠介など、いまどきの名作を厳選、超豪華ラインアップで 

おくる短編小説集。「スクール編」「放課後編」「休日編」「友情編」「恋愛編」…どれから読む？ 
 

「もうひとつの夏休み。」 芦原すなお〔ほか〕∥著 ジャイブ F Mo17（ピュアフル文庫） 

6人の作家が紡ぎだす、少年少女の夏の日の物語。全編書き下ろしの短編アンソロジー。 
 

「このミステリーがすごい！ ２００９年版」 宝島社 901 Ko78 -0９ 

「ＳＦが読みたい！ ２００９年版」 早川書房 902 E75 -0９ 

「このライトノベルがすごい！ ２００９年版」 宝島社 910 Ko78 -0９ 
 
「とある飛空士への追憶」 犬村 小六∥著 小学館 F I59（ガガガ文庫） 

次期皇妃を乗せて中央海を単機敵中翔破せよ――夏の洋上での、恋と空戦の物語。 

「熱風」 福田 隆浩∥著 講談社 91.3 Ｆ 

  学校のこと、将来のこと…面倒なことは全て放り出し、ぼくらは黄色いボールを追いかける。 
 

「武士道シックスティーン」「武士道セブンティーン」 誉田 哲也∥著 文藝春秋 F H84 

2010年春映画化決定！ 最終巻の「エイティーン」は７月下旬登場。 
 

「大正野球娘。」 神楽坂 淳∥著 徳間書店 F Ka19   
大正時代、女学校の生徒たちが野球をする？ 続編「土と埃にまみれます」もドウゾ。 
 

「ラスト・ゲーム」 かな∥著 スターツ出版 F Ka43 

  第２回ケータイ小説大賞TSUTAYA賞受賞。バスケットボールにうちこんだ、高校最後の夏。 
 

「ラン」 森 絵都∥作 理論社 F Mo45 

私は走りはじめた。懐かしい家族に再び会うために。 
 

「いじめられっ子のチャンピオンベルト」 内藤 大助∥著 講談社 788 N29 

  世界チャンピオン内藤大助、初の自伝。カッコ悪い自分を愛せる人は、カッコイイ。 
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「『２℃の違い』を知る絵本」 佐伯 平二∥文 青春出版社 451 Sa14 

   2℃の変化で何が起きる？ 線路が伸びる、昆虫は大繁殖、漆工芸もピンチに！？ 
 

「地球を救うエコ数字」 小学館 519 C44 

  とは、石油資源がなくなるまでの年月。地球の現状を数字で読み解く。私達にできることは？ 

 

「 聖
セイント

★おにいさん」①～③ 中村 光∥著 講談社 Mナ1-3 
第 13回手塚治虫文化賞短編賞を受賞。主人公はイエス・キリストとブッダ！？ 

「この世でいちばん大事な「カネ」の話」 西原 理恵子∥著 理論社 15 S 

   働くこと、働きつづけることが「希望」になる。これはわたしの切なる願い。 
 

「チュウガクセイのキモチ」 あさの あつこ∥著 小学館 37 A 

あさのあつこさんと中学生。出会い、語り合い、手紙を交換し、中学時代を振り返る。 
 

「ＮＨＫあしたをつかめ平成若者仕事図鑑」①～③ 日本放送出版協会 366 E64 

    音楽ディレクター、非破壊検査員、書店員、歯科技工士、通信エンジニア、通訳ガイド… 

それって、どんな仕事なの？ さまざまな仕事の現場を紹介します。 
 

「手に職。」 森 まゆみ∥著 筑摩書房（ちくまプリマー新書） 502 Mo45 

職人たちはなぜその仕事を選んだのか。モノつくりの世界の喜びを語る。 

「すべての犬に里親を！」 今西 乃子∥著 講談社 64 I 

   1995年1月17日、阪神淡路大震災。ボランティアと取り残された1556頭の物語。 
 

「ワンダー・ドッグ」 竹内 真∥著 新潮社 F Ｔａ67 

  拾った子犬を飼うために、ワンダーフォーゲル部に入る。部員達と子犬・ワンダーとの毎日。 
 

「アンソニー、きみがいるから」 櫻井 ようこ∥著 ポプラ社 91.6 S 

 「失明します」と宣告を受けた著者。盲導犬と出会い、自分の世界をきりひらいていく。 
 

「あの犬が好き」 シャロン・クリーチ∥作 偕成社 93 C 

  ジャックが詩を書き始めた。きっかけは、紙とパソコンと先生と、そして犬――。 

「透明人間のくつ下」 アレックス・シアラー∥著 竹書房 93 Ｓ 

  リトル・ホラー博物館を訪れた生徒たち。それは、世にも恐ろしい出来事のはじまりだった。 
 

「シュワはここにいた」 ニール・シャスタマン∥作 小峰書店 93 Ｓ 

目の前にいても、誰にも気づかれない少年シュワ。影のうすさを「シュワ効果」と名づけて…？ 
 

「漂泊の王の伝説」 ラウラ・ガジェゴ・ガルシア∥作 偕成社 96 Ｇ 

  砂漠の国･キンダの王子ワリードは、貧しい絨毯織りの詩により夢と名誉をうばわれてしまう。 

 


